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(57)【要約】
【課題】簡便な構成で、直管形ランプを保持しつつ、直
管形ランプの装着や装脱が容易なランプソケットおよび
照明装置を提供する。
【解決手段】ソケット本体５は、直管形ランプの第１口
金部が当接可能な一表面５ａ側において、当該ソケット
本体５の外周壁となる左右の少なくとも一方の側壁６ａ
側からソケット本体５の中心部側に沿って設けられた一
対の平行な直線状溝部５ｃ，５ｃを備え、該直線状溝部
５ｃ，５ｃそれぞれの外周壁側が直管形ランプの第１口
金部から突出した２本の第１ランプピンをそれぞれ挿入
する第１の挿入口２ａ，２ａを成し、導電部３は、中心
部で第１ランプピンと電気的に接続することが可能に構
成してなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管本体の一端側の第１口金部から突出した２本の第１ランプピンおよび他端側の第２口
金部から突出した１本の第２ランプピンを備えた直管形ランプの前記第１口金部を装着可
能な電気絶縁性のソケット本体と、該ソケット本体の内部に設けられ前記直管形ランプの
前記第１ランプピンをそれぞれ個別に電気的に接続可能な導電部とを備えたランプソケッ
トであって、
　前記ソケット本体は、前記直管形ランプの前記第１口金部が当接可能な一表面側におい
て、当該ソケット本体の外周壁となる左右の少なくとも一方の側壁側から前記ソケット本
体の中心部側に沿って設けられた一対の平行な直線状溝部を備え、該直線状溝部それぞれ
の前記外周壁側が前記直管形ランプの前記第１口金部から突出した前記２本の第１ランプ
ピンをそれぞれ挿入する第１の挿入口を成し、前記導電部は、前記中心部で前記第１ラン
プピンと電気的に接続することが可能に構成してなることを特徴とするランプソケット。
【請求項２】
　管本体の一端側の第１口金部から突出した２本の第１ランプピンおよび他端側の第２口
金部から突出した１本の第２ランプピンを備えた直管形ランプの前記第２口金部を装着可
能な電気絶縁性のソケット本体と、該ソケット本体の内部に設けられ前記直管形ランプの
前記第２ランプピンを電気的に接続可能な導電部とを備えたランプソケットであって、
　前記ソケット本体は、前記直管形ランプの前記第２口金部が当接可能な一表面側におい
て、当該ソケット本体の外周壁となる左右の少なくとも一方の側壁側から前記ソケット本
体の中心部側に沿って設けられた直線状溝部を備え、該直線状溝部の前記外周壁側が前記
直管形ランプの前記第２口金部から突出した前記第２ランプピンを挿入する第２の挿入口
を成し、前記導電部は、前記中心部で前記第２ランプピンと電気的に接続することが可能
に構成してなることを特徴とするランプソケット。
【請求項３】
　前記直線状溝部は、前記一表面において、前記ソケット本体の前記側壁側から前記中心
部側に傾斜して前記直管形ランプを保持可能に設けられてなることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載のランプソケット。
【請求項４】
　前記直線状溝部は、前記中心部側で前記第１ランプピンを当該直線方向と垂直方向に落
とし込んで保持する保持部を備えていることを特徴とする請求項１に記載のランプソケッ
ト。
【請求項５】
　前記直線状溝部は、前記中心部側で前記第２ランプピンを当該直線方向と垂直方向に落
とし込んで保持する保持部を備えていることを特徴とする請求項２に記載のランプソケッ
ト。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５に記載のいずれか１項のランプソケットを備えてなることを特
徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直管形ランプを装着させるランプソケットおよびそれを備えた照明装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、家庭用や施設用などの照明装置として、蛍光ランプを装着するランプソケッ
トを備えた照明装置が広く用いられている。ランプソケットには、各種の蛍光ランプに応
じて種々の種類がある。
【０００３】
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　ランプソケットは、たとえば、直管形蛍光ランプを装着可能なものとして、直管形蛍光
ランプの両端に設けられた口金部から突出する一対のランプピンを突出方向に挿入する一
対の挿入口を備え、たとえば、口金部と相対する受口部をバネで支持し、直管形蛍光ラン
プの装着時に受口部を直管形蛍光ランプの軸方向に押し込めてランプピンを挿入するもの
が知られている。
【０００４】
　また、ランプソケットとして、たとえば、円筒形のガラス管からなる主管と、主管の両
端部近傍それぞれに主管と略平行に設けられた補助管と、主管と補助管との内部同士が貫
通するように接合する接合部とを備え、補助管の端部外側に設けられた口金から補助管の
中心線と略平行となるように２本のランプピンが設けられることにより、主管の両端部に
口金がなく間接照明に用いても光むらを抑制することが可能なシームレス蛍光ランプを装
着可能なものもある（たとえば、特許文献１）。
【０００５】
　このランプソケットは、ソケット本体と、該ソケット本体の内部に設けられシームレス
蛍光ランプの２本のランプピンをそれぞれ個別に電気的に接続可能な導電部とを備えてい
る。また、ランプソケットは、ソケット本体がシームレス蛍光ランプの口金部を当接可能
な一表面側において、当該ソケット本体の外周壁となる側壁側からソケット本体の中心部
側に沿って設けられた直線状溝部を備えており、該直線状溝部の外周壁側がシームレス蛍
光ランプの口金部から突出した２本のランプピンを挿入する挿入口を成したものが知られ
ている。
【０００６】
　上述のように直管形蛍光ランプやシームレス蛍光ランプなど種々のランプの構造を考慮
して、蛍光ランプを装着するランプソケットが各種に開発されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－１７６９１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　また、近年、蛍光ランプに比べて長寿命で、消費電力をより低くすることが可能な発光
ダイオードを用いたＬＥＤランプが普及しつつあり、直管形蛍光ランプの代替光源として
の直管形ＬＥＤランプおよび該直管形ＬＥＤランプを装着させる直管形ＬＥＤランプ専用
照明装置が開発されつつある。なお、直管形ＬＥＤランプは、管本体の一端側の口金部か
ら突出した２本のランプピンおよび他端側の口金部から突出した１本のランプピンを備え
た構造をしており、日本電球工業会による規格（ＪＥＬ８０１：２０１０）「Ｌ形口金付
直管形ＬＥＤランプシステム（一般照明用）」も制定されている。
【０００９】
　しかしながら、現在のところ、上述の直管形ＬＥＤランプのような、管本体の一端側の
口金部から突出した２本のランプピンおよび他端側の口金部から突出した１本のランプピ
ンを備えた直管形ランプが装着されるランプソケットにおいて、直管形ランプのランプピ
ンの形状や配置の特徴を活かし、簡便な構成で、直管形ランプを保持しつつ、直管形ラン
プの装着や装脱が容易なランプソケットは知られていない。
【００１０】
　本発明は、上記事由に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡便な構成で、直管形
ランプを保持しつつ、直管形ランプの装着や装脱が容易なランプソケットおよびそれを用
いた照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のランプソケットは、管本体の一端側の第１口金部から突出した２本の第１ラン
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プピンおよび他端側の第２口金部から突出した１本の第２ランプピンを備えた直管形ラン
プの上記第１口金部を装着可能な電気絶縁性のソケット本体と、該ソケット本体の内部に
設けられ上記直管形ランプの上記第１ランプピンをそれぞれ個別に電気的に接続可能な導
電部とを備えたランプソケットであって、上記ソケット本体は、上記直管形ランプの上記
第１口金部が当接可能な一表面側において、当該ソケット本体の外周壁となる左右の少な
くとも一方の側壁側から上記ソケット本体の中心部側に沿って設けられた一対の平行な直
線状溝部を備え、該直線状溝部それぞれの上記外周壁側が上記直管形ランプの上記第１口
金部から突出した上記２本の第１ランプピンをそれぞれ挿入する第１の挿入口を成し、上
記導電部は、上記中心部で上記第１ランプピンと電気的に接続することが可能に構成して
なることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のランプソケットは、管本体の一端側の第１口金部から突出した２本の第１ラン
プピンおよび他端側の第２口金部から突出した１本の第２ランプピンを備えた直管形ラン
プの上記第２口金部を装着可能な電気絶縁性のソケット本体と、該ソケット本体の内部に
設けられ上記直管形ランプの上記第２ランプピンを電気的に接続可能な導電部とを備えた
ランプソケットであって、上記ソケット本体は、上記直管形ランプの上記第２口金部が当
接可能な一表面側において、当該ソケット本体の外周壁となる左右の少なくとも一方の側
壁側から上記ソケット本体の中心部側に沿って設けられた直線状溝部を備え、該直線状溝
部の上記外周壁側が上記直管形ランプの上記第２口金部から突出した上記第２ランプピン
を挿入する第２の挿入口を成し、上記導電部は、上記中心部で上記第２ランプピンと電気
的に接続することが可能に構成してなることを特徴とする。
【００１３】
　このランプソケットにおいて、上記直線状溝部は、上記一表面において、上記ソケット
本体の上記側壁側から上記中心部側に傾斜して上記直管形ランプを保持可能に設けられて
なることが好ましい。
【００１４】
　このランプソケットにおいて、上記直線状溝部は、上記中心部側で上記第１ランプピン
を当該直線方向と垂直方向に落とし込んで保持する保持部を備えていることが好ましい。
【００１５】
　このランプソケットにおいて、上記直線状溝部は、上記中心部側で上記第２ランプピン
を当該直線方向と垂直方向に落とし込んで保持する保持部を備えていることが好ましい。
【００１６】
　本発明の照明装置は、上述のいずれかのランプソケットを備えてなることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のランプソケットは、簡便な構成で、直管形ランプを保持しつつ、直管形ランプ
の装着や装脱が容易なランプソケットを提供できるという顕著な効果がある。
【００１８】
　本発明の照明装置は、簡便な構成で、直管形ランプを保持しつつ、直管形ランプの装着
や装脱が容易なランプソケットを備えた照明装置を提供できるという顕著な効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施形態１のランプソケットを示し、（ａ）はソケット本体の右側壁側から見た
分解斜視図、（ｂ）はソケット本体の左側壁側から見た分解斜視図である。
【図２】同上の別のランプソケットを示す分解斜視図である。
【図３】同上のランプソケットに装着される直管形ランプを示し、（ａ）は正面図、（ｂ
）は一端側の口金たる第１口金部に他端側の口金たる第２口金部のランプピンを投影した
側面説明図である。
【図４】同上の直管形ランプをランプソケットに装着させた外観説明図である。
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【図５】同上の他のランプソケットを示す正面図である。
【図６】実施形態２の照明装置を示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　（実施形態１）
　図１ないし図２に基づいて、本実施形態のランプソケット１０ａ，１０ｂを説明し、図
３に基づいて直管形ランプ２０を説明する。なお、各図において、同様の構成要素に対し
ては、同じ番号を付して重複する説明を省略している。
【００２１】
　最初に、本実施形態のランプソケット１０ａ，１０ｂに装着するＬ形口金付直管形ＬＥ
Ｄランプからなる直管形ランプ２０について説明する。直管形ランプ２０は、透光性材料
（たとえば、ガラスや合成樹脂など）により円筒形状の直管に形成された管本体である発
光管２１を備えている。発光管２１の軸方向の両端部には、口金がそれぞれ設けられてい
る。本実施形態のランプソケット１０ａ，１０ｂと接続される直管形ランプ２０は、一方
の端部における口金として、発光管２１の一端部側を覆うように、有底円筒状の給電用の
第１口金部２２が設けられている。また、直管形ランプ２０は、他方の端部における口金
として、発光管２１の軸方向の他端部側を覆うように、有底円筒状の接地用の第２口金部
２３が設けられている。
【００２２】
　発光管２１の内部には、図示していないが発光管２１よりも全長が若干短い実装基板（
たとえば、セラミック基板など）が収納されている。実装基板の一表面側には白色光が発
光可能な複数個の発光ダイオード（図示していない）を所定の間隔で実装して電気的に接
続する実装パターンが形成されている。また、実装基板の他表面側には、該他表面側と接
する底面部から突出した側壁部が発光ダイオードからの光を所定の方向に反射させる断面
Ｃ字形状の反射板（図示していない）を備えている。なお、反射板は、アルミニウムによ
り形成されており、実装基板の他表面側から底面部を介して発光ダイオードの熱を外部に
放出させるヒートシンクとしても機能する。
【００２３】
　直管形ランプ２０の第１口金部２２の端面には、側面視において、第１口金部２２の径
方向における中央部の両側に略半円状に凹んだ凹部２２ｂ，２２ｂが設けられ（図３（ｂ
）を参照）、中央部が凹部２２ｂよりも前方に突出した略直方体状の突出部２２ａとなっ
ている。突出部２２ａには、円筒形状の発光管２１の中心軸（図示していない）を挟んで
対称な位置に、金属材料により板状に形成され、直管形ランプ２０の軸方向に沿って突出
する給電用のランプピンたる２本の第１ランプピン２４，２４が略平行に設けられている
。各第１ランプピン２４は、直管形ランプ２０の軸方向と平行に突出した板状突出部２４
ａと、板状突出部２４ａの先端部が略直角に曲げられて、中心軸に向かう方向と反対側の
外側方向に突出している折曲部２４ｂとを備えている。
【００２４】
　２本の第１ランプピン２４，２４は、たとえば、発光管２１の内部で図示していないリ
ード線を介して実装基板と電気的に接続させている。なお、実装基板には、発光ダイオー
ドが実装されるとともに発光ダイオードを電気的に保護する全波整流器などの回路部品（
図示していない）も実装させている。すなわち、直管形ランプ２０は、いずれの第１ラン
プピン２４，２４がランプソケット１０ａを介して外部の直流電源の正極側と接続された
場合でも、各発光ダイオードに順方向電流が流れるように、２本の第１ランプピン２４，
２４と、各発光ダイオードとを全波整流器を介して電気的に接続させた構造としている。
したがって、２本の第１ランプピン２４，２４は、直管形ランプ２０の発光ダイオードに
給電する端子として機能する。
【００２５】
　なお、直管形ランプ２０に収容されている発光ダイオードは、図示していないが、たと
えば、通電することにより、ピーク波長が、４２０ｎｍ～４９０ｎｍの範囲内にある青色
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光を放射するＬＥＤチップと、ＬＥＤチップを収納する収納凹所が一表面に設けられたセ
ラミック（たとえば、アルミナなど）製のパッケージ本体とを備えている。収納凹所には
、ＬＥＤチップから放射された青色光の一部を吸収し、より長波長の蛍光（たとえば、黄
色光）を発する蛍光体（たとえば、Ｃｅで付活されたＹ３Ａｌ５Ｏ１２、Ｃｅで付活され
たＴｂ３Ａｌ５Ｏ１２などのアルミネート系の蛍光体やＥｕで付活されたＢａ２ＳｉＯ４

など）が含有された透光性材料（たとえば、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、アクリル樹
脂、ポリカーボネート樹脂やガラスなど）からなる波長変換部材が埋設されている。また
、発光ダイオードは、パッケージ本体の他表面に外部接続用電極（図示していない）が設
けられており、該外部接続用電極と実装基板の実装パターンとが半田からなる接合部（図
示していない）を介して電気的に接続されている。
【００２６】
　直管形ランプ２０の他端側の口金となる第２口金部２３は、直管形ランプ２０の軸方向
に沿って第２口金部２３から突出する接地用のランプピンたる１本の第２ランプピン２５
を備えている。第２ランプピン２５は、第２口金部２３の端面の中心部から直管形ランプ
２０の軸方向に沿って突出し、金属材料により丸棒状に形成された軸部２５ａを備えてい
る。軸部２５ａの先端部には、直管形ランプ２０の軸方向から見た形状が直管形ランプ２
０の第１口金部２２から突出する２本の第１ランプピン２４，２４が並ぶ方向と平行方向
を、長手方向とする長円形状に形成され、軸部２５の軸径よりも大きな径大部２５ｂを備
えている（図３（ｂ）を参照）。なお、径大部２５ｂは、長円形状だけに限らず、楕円形
状であってもよい。径大部２５ｂは、金属材料からなり軸部２５ａと一体に形成されてい
る。すなわち、第２ランプピン２５は、直管形ランプ２０の軸方向に沿って突出した丸棒
状の軸部２５ａと、径大部２５ｂとを有してＴ字状の形状となっている（図３（ａ）を参
照）。第２ランプピン２５は、実装基板の実装パターンと電気的に接続して接地用のアー
スピンとして機能させている。すなわち、直管形ランプ２０は、一端部側の第１口金部２
２から給電する片側給電方式となっている。
【００２７】
　このような直管形ランプ２０の第１口金部２２を装着可能な本実施形態のランプソケッ
ト１０ａは、図１に示すように、ソケット本体５の一表面５ａ側に、直管形ランプ２０の
第１口金部２２の突出部２２ａが当接可能な第１の受口面１ａを有している。ランプソケ
ット１０ａは、ソケット本体５の外周壁となる右側の側壁６ａ側からソケット本体５の中
心部側に沿って設けられた一対の平行な直線状溝部５ｃ，５ｃを備えている。また、直線
状溝部５ｃ，５ｃは、それぞれ外周壁の側壁６ａ側が直管形ランプ２０の第１口金部２２
から突出した２本の第１ランプピン２４，２４をそれぞれ挿入する一対の第１の挿入口２
ａ，２ａを成している。
【００２８】
　ランプソケット１０ａのソケット本体５は、開口部６ｃを備え内部が空洞なボディ６と
、ボディ６の開口部６ｃを覆うように設けられるカバー７とを備えている。ソケット本体
５の一表面５ａ側には、ホディ６の内部の空洞に収納され、直管形ランプ２０の２本の第
１ランプピン２４，２４と個別に電気的に接続可能な導電部３を構成する給電用の導電板
たる一対の第１の導電板３ａ，３ａが備えられている。
【００２９】
　ボディ６は、合成樹脂により略直方体状に形成され、その下面（図１中の下側）は、左
右方向（図１中の左右方向）の中央部が両側部に比べて下側に凸となる曲面状にしている
。また、カバー７は、合成樹脂により形成しており、ボディ６の開口部６ｃを覆うような
平板状に形成している。
【００３０】
　すなわち、ソケット本体５は、電気絶縁性の合成樹脂を用いて形成することで絶縁性を
確保している。なお、カバー７は、下側に凸となる曲面状の下端部にボディ６の内部に設
けられた係合突起部６ｄ（図１（ｂ）を参照）と係合させるため、ソケット本体５の内部
側に突出した突部７ａと、突部７ａの先端に設けた係合爪７ａａ（図１（ａ）を参照）と
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を備えている。また、カバー７の上側の両端部には、ボディ６の上側の両端部に設けられ
た挿入凹部６ｂ，６ｂに挿入して固定するための挿入突起部７ｂ，７ｂを備えている。
【００３１】
　なお、ボディ６の右側の側壁６ａ側には、図１（ａ）に示すように、第１ランプピン２
４の折曲部２４ｂが挿入できるように、各第１の挿入口２ａの一部の幅が広くなった幅広
部２ａａを備えている。したがって、第１の挿入口２ａ，２ａは、ボディ６の側面視にお
いて、一対の第１の挿入口２ａ，２ａが対向しており互いに離れる向きのＬ字状の形状と
なっている。すなわち、ソケット本体５の側壁６ａには、第１ランプピン２４の形状に対
応する形状の第１の挿入口２ａが設けられている。
【００３２】
　一対の第１の導電板３ａ，３ａは、それぞれ導電性の良好な金属材料（たとえば、銅合
金など）の板状体を折り曲げ加工して形成される。各第１の導電部３ａは、同形状で形成
させても異なる形状であってもよい。ここで、一対の第１の導電板３ａ，３ａのうちラン
プソケット１０ａにおいて上側に位置する第１の導電板３ａは、ボディ６の内部の中央に
設けた壁部６ｆを利用して固定される中央片３ａａと、中央片３ａａの両側縁から略平行
に中央片３ａａから延設されてなる延設片３ａｂ，３ａｂとを備えている。なお、中央片
３ａａは、直線状溝部５ｃの第１の挿入口２ａとは、反対側の終端部を覆うように配置さ
れる。
【００３３】
　各延設片３ａｂは、延設片３ａｂそれぞれの先端部に直管形ランプ２０の第１ランプピ
ン２４と接触する第１接触片３ａｃと、第１接触片３ａｃの先端部に対向する一対の第１
接触片３ａｃ，３ａｃ間の幅よりも広がるように折り曲げられたガイド片３ａｄ，３ａｄ
とを備えている。ランプソケット１０ａにおいて下側に位置する第１の導電板３ａは、直
線状溝部５ｃの第１の挿入口２ａとは反対側の終端部を覆うように中央片３ａａを配置し
ている。
【００３４】
　ランプソケット１０ａの第１の受口面１ａは、直管形ランプ２０の突出部２２ａと当接
し、ソケット本体５の一対の平行な第１の挿入口２ａ，２ａ内それぞれにおける第１の導
電板３ａの一対の第１接触片３ａｃ，３ａｃが直管形ランプ２０の第１ランプピン２４を
保持している。ここで、直管形ランプ２０をランプソケット１０ａに装着した場合、各第
１ランプピン２４の板状突出部２４ａは、第１の導電板３ａの一対の第１接触片３ａｃ，
３ａｃに弾接され、第１ランプピン２４がランプソケット１０ａ側に保持される。第１ラ
ンプピン２４の板状突起部２４ａは、第１の導電板３ａの一対の第１接触片３ａｃ，３ａ
ｃに保持されることで、直管形ランプ２０がランプソケット１０ａから抜けにくくなる。
【００３５】
　また、各第１の導電板３ａは、ボディ６の内部に設けられた台となる台座部６ｅの一表
面６ｅａにそれぞれ保持されており、第１ランプピン２４の折曲部２４ｂを台座部６ｅの
一表面６ｅａと該一表面６ｅａ側の第１の導電板３ａにおける端部との間に挿入可能な切
欠部（図示していない）をそれぞれ備えている。
【００３６】
　なお、ソケット本体５には、ボディ６を貫通する複数個（ここでは、２個）の貫設孔４
を備えており、該貫設孔４を一対の第１の導電板３ａ，３ａ側とそれぞれ電気的に接続可
能な電線（図示していない）の挿入孔としている（図１（ｂ）を参照）。第１の導電板３
ａは、貫通孔４に挿入された電線と、電気的に簡便に接続できるように速結端子を備えた
構成としてもよい。ボディ６は、ボディ６の内部に壁部６ｆを備え、壁部６ｆにより電気
的に分離した第１空間６ｃａと、第２空間６ｃｂとに、各第１の導電板３ａ，３ａの速結
端子を分けて配置可能に構成している。
【００３７】
　次に、直管形ランプ２０の第２口金部２３側と接続させるランプソケット１０ｂは、図
２に示すように、ソケット本体５の一表面５ａ側に直管形ランプ２０の第２口金部２３が
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当接可能な第２の受口面１ｂを有している。ランプソケット１０ｂは、ソケット本体５の
外周壁となる左側の側壁６ａ側からソケット本体５の中心部側に沿って設けられた直線状
溝部５ｄを備えている。
【００３８】
　また、直線状溝部５ｄは、ソケット本体５の外周壁の側壁６ａ側が直管形ランプ２０の
第２口金部２３から突出した第２ランプピン２５を挿入する第２の挿入口２ｂを成してい
る。また、ランプソケット１０ｂは、内部に第２口金部２３から突出した１本の第２ラン
プピン２５と電気的に接続可能な導電部３を構成する接地用の導電板たる第２の導電板３
ｂが備えている。ランプソケット１０ｂは、ボディ６の側面視において、第２の挿入口２
ｂがＴ字状の形状となっている。すなわち、ソケット本体５の側壁６ａには、第２ランプ
ピン２５の形状に対応する形状の第１の挿入口２ｂが設けられている。
【００３９】
　なお、ランプソケット１０ｂは、カバー７の下端部にボディ６の内部に設けられた図１
（ｂ）の係合突起部６ｄと同構造の図示しない係合突起部と係合させるため、ソケット本
体５の内部側に突出した突部７ａと、突部７ａの先端に設けた係合爪７ａａを備えている
。また、カバー７の上側の両端部には、ボディ６の上側の両端部に設けられた挿入凹部６
ｂ，６ｂに挿入して固定するための挿入突起部７ｂを備えている。
【００４０】
　第２ランプピン２５と電気的に接続可能な第２の導電板３ｂは、導電性の良好な金属材
料（たとえば、銅合金など）の板状体を折り曲げ加工して形成される。第２の導電板３ｂ
は、ボディ６の内部に設けられた直線状溝部５ｄの終端部を覆うように、中央片３ｂａと
、中央片３ｂａの両側縁からそれぞれ突出する一対の保持片３ｂｂ，３ｂｂと、各保持片
３ｂｂの先端部に設けられ直管形ランプ２０の第２ランプピン２５と接触する第２接触片
３ｂｃと、第２接触片３ｂｃの先端部から一対の保持片３ｂｂ，３ｂｂと略同じ幅で設け
られたガイド片３ｂｄとを備えている。
【００４１】
　一対の第２接触片３ｂｃ，３ｂｃは、ソケット本体５の左右方向における第２接触片３
ｂｃの中間部が両側部よりもソケット本体５の上下方向に突出した形状となっている。す
なわち、一対の第２接触片３ｂｃ，３ｂｃは、互いに対向して、第２ランプピン２５の軸
部２５ａを挟持できるように略Ｕ字形に折り曲げられている。なお、一対の第２接触片３
ｂｃ，３ｂｃの形状は、第２ランプピン２５と接触可能な限り、Ｕ字形に限られず、平板
状など種々の形状で形成してもよい。また、第２の導電板３ｂは、中央片３ｂａとは反対
側の端部に予めリード線（図示していない）を接続させたものや速結端子（図示していな
い）を備えたものであってもよい。なお、第２の導電板３ｂは、外部と電気的に接続させ
る場合だけでなく、単に第２ランプピン２５を保持する場合もある。
【００４２】
　第２の導電板３ｂは、ガイド片３ｂｄを左側（図２中の左方）、中央片３ｂａを右側（
図３中の右方）にしてボディ６の直線状溝部５ｄの終端部を覆うように内部に収納されて
いる。ランプソケット１０ｂの第２の受口面１ｂでは、ソケット本体５の第２の挿入口２
ｂが設けられる直線状溝部５ｄの終端部における第２の導電板３ｂが、直管形ランプ２０
の第２口金部２３から突出した第２ランプピン２５を保持する。
【００４３】
　また、第２の導電板３ｂは、ボディ６の内部に設けられた台となる台座部６ｅの一表面
６ｅａに保持されており、第２ランプピン２５の径大部２５ｂを台座部６ｅの一表面６ｅ
ａと該一表面６ｅａ側の第２の導電板３ｂの端部との間に挿入可能な切欠部（図示してい
ない）を備えている。第２の導電板３ｂは、接地用のアースピンとなる第２ランプピン２
５と電気的に接続させることで、導通片３ｂｅを接地用のアース端子として機能させるこ
とができる。
【００４４】
　次に、直管形ランプ２０をランプソケット１０ａ，１０ｂに装着する方法について説明
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する。
【００４５】
　本実施形態のランプソケット１０ａ，１０ｂは、たとえば、上述した直管形ランプ２０
の一端側の第１口金部２２を装着可能なランプソケット１０ａの一表面５ａ側の第１の受
口面１ａと、上述した直管形ランプ２０の他端側の第２口金部２３を装着可能なランプソ
ケット１０ｂの一表面５ａ側の第２の受口面１ｂとを対向させる。ランプソケット１０ａ
，１０ｂの間隔は、ランプソケット１０ａと当接させる直管形ランプ２０の第１口金部２
２と、ランプソケット１０ｂと当接させる直管形ランプ２０の第２口金部２３との間隔に
合わせて配置すればよい。これにより、ランプソケット１０ａ，１０ｂは、図４に示すよ
うに、直管形ランプ２０を装着させることが可能となる。なお、図４では、直管形ランプ
２０と、直管形ランプ２０の一端側の第１口金部２２側を保持するランプソケット１０ａ
と、直管形ランプ２０の他端側の第２口金部２３を保持するランプソケット１０ｂとだけ
を図示して、各部材の位置関係を分かり易くしている。このような、本実施形態のランプ
ソケット１０ａ，１０ｂを備えた照明装置は、図示していない天井材に固定して使用する
ことができる。
【００４６】
　直管形ランプ２０をランプソケット１０ａ，１０ｂに装着する際には、直管形ランプ２
０の第１口金部２２をランプソケット１０ａの第１の受口面１ａ側、直管形ランプ２０の
第２口金部２３をランプソケット１０ｂの第２の受口面１ｂ側にして、直管形ランプ２０
をランプソケット１０ａ，１０ｂの間にそれぞれ近付ける。そして、直管形ランプ２０の
一端側は、ランプソケット１０ａの第１の受口面１ａにある２つの第１の挿入口２ａ，２
ａ内に一対の第１ランプピン２４，２４を挿入させる。また、直管形ランプ２０の他端側
は、別のランプソケット１０ｂの第２の受口面１ｂにある１つの第２の挿入口２ｂ内に直
管形ランプ２０の第２ランプピン２５を挿入させる。これにより、直管形ランプ２０は、
ランプソケット１０ａ，１０ｂに対して、図４の破線の矢印の向きに移動され、ランプソ
ケット１０ａ，１０ｂに装着される。
【００４７】
　すなわち、直管形ランプ２０をランプソケット１０ａに装着するにあたっては、直管形
ランプ２０の一対の第１ランプピン２４，２４を一方のランプソケット１０ａにおけるソ
ケット本体５の外周壁となるボディ６の側壁６ａ側から中心部側に向かって一対の直線状
溝部５ｃ，５ｃに沿ってそれぞれ挿入する。第１ランプピン２４は、直線状溝部５ｃの第
１の挿入口２ａとは反対側の終端部に設けられた第１の導電板３ａの一対の第１接触片３
ａｃ，３ａｃと嵌合させられる。これによって、ランプソケット１０ａは、直管形ランプ
２０の一端側の保持および給電を行うことが可能となる。
【００４８】
　同様に、直管形ランプ２０をランプソケット１０ｂに装着するにあたっては、直管形ラ
ンプ２０の第２ランプピン２５を他方のランプソケット１０ｂにおけるソケット本体５の
外周壁となる側壁６ａ側から中心部側に向かって直線状溝部５ｄに沿って挿入する。第２
ランプピン２５は、直線状溝部５ｄの第２の挿入口２ｂとは反対側の終端部に設けられた
第２の導電板３ｂの一対の第２接触片３ｂｃ，３ｂｃと嵌合させられる。これによって、
ランプソケット１０ｂは、直管形ランプ２０の他端側の保持およびアース接続を行うこと
が可能となる。
【００４９】
　この状態で、直管形ランプ２０は、発光管２１内部の発光ダイオードが所定の照射面側
を向くように、実装基板と第１ランプピン２４，２４や第２ランプピン２５との位置関係
を規定している。この時、２本の第１ランプピン２４，２４は、ランプソケット１０ａの
ボディ６の内部に配置されている２個の第１の導電板３ａ，３ａに電気的に接続されて、
後述する照明装置の点灯回路から直管形ランプ２０の発光ダイオード側に直流電力が供給
される。また、直管形ランプ２０の１本の第２ランプピン２５の径大部２５ｂは、第２の
導電板３ｂと電気的に接続させることで、接地用のアースピンとなる。
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【００５０】
　なお、第１ランプピン２４における板状突出部２４ａの第１の挿入口２ａへの挿入に伴
って、第１の導電板３ａの一対の第１接触片３ａｃ，３ａｃが外側に撓められた後、一対
の第１接触片３ａｃ，３ａｃなどの弾性力で板状突出部２４ａが一対の第１接触片３ａｃ
，３ａｃに接触して保持される。したがって、直管形ランプ２０の各第１ランプピン２４
の板状突出部２４ａが一対の第１接触片３ａｃ，３ａｃによって機械的に保持されている
から、直管形ランプ２０の第１口金部２２がランプソケット１０ａから脱落することを抑
制することが可能となる。
【００５１】
　本実施形態のランプソケット１０ａは、ソケット本体５の外周壁となる側壁６ａに設け
られた第１の挿入口２ａ，２ａに第１口金部２２の第１ランプピン２４，２４が挿入され
、第１の受口面１ａに対して、直管形ランプ２０を一対の直線状溝部５ｃ，５ｃに沿って
移動させる簡単な動作で直管形ランプ２０の装着および給電を行うことができる。また、
第１ランプピン２４に対して、直線状溝部５ｃの壁面と、導電部３とが直管形ランプ２０
の重力が掛かる方向と垂直方向に配置されるため、直管形ランプ２０の落下を抑制するこ
とが可能となる。
【００５２】
　同様に、本実施形態のランプソケット１０ｂは、ソケット本体５の外周壁となる側壁６
ａに設けられた第２の挿入口２ｂに第２口金部２３の第２ランプピン２５が挿入され、第
２の受口面１ｂに対して、直管形ランプ２０を直線状溝部５ｄに沿って移動させる簡単な
動作で直管形ランプ２０の装着を行うことができる。また、第２ランプピン２５に対して
、直線状溝部５ｄの壁面と、導電部３とが直管形ランプ２０の重力が掛かる方向と垂直方
向に配置されるため、直管形ランプ２０の落下を抑制することが可能となる。
【００５３】
　なお、ランプソケット１０ａ，１０ｂは、直管形ランプ２０を装着させるにあたって、
必ずしも直管形ランプ２０の一端側の第１口金部２２から突出した２本の第１ランプピン
２４，２４および他端側の第２口金部２３から突出した１本の第２ランプピン２５をとも
にランプソケット１０ａ，１０ｂの直線状溝部５ｃ，５ｄに沿わして挿入する必要もない
。すなわち、一方を本実施形態のランプソケット１０ａや本実施形態のランプソケット１
０ｂを用いるとともに、他方を別のランプソケット用いてもよい。別のランプソケット（
図示していない）としては、たとえば、直管形ランプ２０の第２口金部２３から突出する
第２ランプピン２５を挿入する挿入口を備えた第２口金部２３と相対する受口部をバネで
支持し、直管形ランプ２０の装着時には、受口部を直管形ランプ２０の軸方向に押し込め
て挿入可能なものを用いてもよい。
【００５４】
　これにより、たとえば、反射板付きの照明装置のように直管形ランプ２０をスライドさ
せる自由度が少ない場合でも、たとえば、ランプピン２５を上述の図示していないランプ
ソケットの第２の挿入口に挿入した後に他方のランプピン２４，２４を本実施形態のラン
プソケット１０ａにスライドして挿入することで、比較的容易に直管形ランプ２０を装着
することが可能となる。
【００５５】
　本実施形態のランプソケット１０ａの構成は、上述のソケット本体５で直管形ランプ２
０の重力が掛かる方向と垂直方向となるソケット本体５の一方の側壁６ａ側からソケット
本体５の中心部側に沿って設けられた略平行な２つの直線状溝部５ｃ，５ｃを設ける構成
だけに限られない。本実施形態のランプソケット１０ａは、たとえば、図５（ａ）に示す
ように、ソケット本体５が、第１の受口面１ａに、ソケット本体５の側壁６ａ側から中心
部側に向かって、直管形ランプ２０の重力が掛かる方向と垂直方向から直管形ランプ２０
の重力が掛かる方向に向かって斜めに傾斜し直管形ランプ２０を保持可能な略平行な２つ
の直線状溝部５ｅ，５ｅを設けた構成でもよい。これにより、ランプソケット１０ａは、
ランプソケット１０ａに横向き（図５中の左右方向）に振動が加えられても、直線状溝部
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５ｅ，５ｅが傾斜しているため、直管形ランプ２０の第１ランプピン２４，２４が直管形
ランプ２０の重力に逆らって傾斜した直線状溝部５ｅを登らなければ、第１の挿入口２ａ
から第１ランプピン２４が外れることがない。したがって、直線状溝部５ｅは、直管形ラ
ンプ２０を保持可能に設けられており、ランプソケット１０ａは、直管形ランプ２０が脱
落することを、より抑制することが可能となる。
【００５６】
　なお、図５（ａ）では、図示していないが、直管形ランプ２０の第２口金部２３を保持
するランプソケット１０ｂも同様に、ソケット本体５の第２の受口面１ｂに、ソケット本
体５の側壁６ａ側から中心部側に向かって、直管形ランプ２０の重力が掛かる方向と垂直
方向から直管形ランプ２０の重力が掛かる方向に向かって斜めに傾斜した直管形ランプ２
０を保持可能な直線状溝部を設けた構成とすることができる。
【００５７】
　さらに、ランプソケット１０ａ，１０ｂは、図１や図２に示すように、上述したソケッ
ト本体５の側壁６ａから中心側に直線状溝部５ｃ，５ｃだけで一表面５側の開口を備えた
構成とする代わりに、図５（ｂ）に示すように、直線状溝部５ｃが中心側で第１ランプピ
ン２４を直線方向と垂直方向に落とし込んで保持する保持部５ｆを備えてもよい。言い換
えれば、ランプソケット１０ａは、ソケット本体５が、ソケット本体５の側壁６ａ側から
中心部側に向かって設けられた略平行な２つの直線状溝部５ｃ，５ｃと、直線状溝部５ｃ
，５ｃの中心部側の終端部に第１ランプピン２４を直管形ランプ２０の重力が掛かる方向
に落とし込んで保持する保持部５ｆとを備えた構成としてもよい。
【００５８】
　なお、図５（ｂ）では図示していないが、直管形ランプ２０の第２口金部２３を保持す
るランプソケット１０ｂも同様に、直線状溝部５ｄが中心側で第２ランプピン２５を直線
方向と垂直方向に落とし込んで保持する保持部５ｆを備えてもよい。すなわち、ランプソ
ケット１０ｂは、ソケット本体５が、ソケット本体５の側壁６ａ側から中心部側に向かっ
て設けられた直線状溝部５ｄと、該直線状溝部５ｄの中心部側の終端部に第２ランプピン
２５を直管形ランプ２０の重力が掛かる方向に落とし込んで保持する保持部５ｆとを備え
た構成としてもよい。
【００５９】
　図５（ａ）のランプソケット１０ａは、ランプソケット１０ａに対する直管形ランプ２
０の挿入方向が一定方向に定まった状態となる。なお、直管形ランプ２０は、この状態で
、発光ダイオードが照射面側を向くように装着されている。ランプソケット１０ａは、第
１の導電板３ａの一対の第１の接触片３ａｃ，３ａｃが直管形ランプ２０の第１ランプピ
ン２４と電気的に接続されるとともに、直管形ランプ２０の第１ランプピン２４を機械的
に保持する。この時、２本の第１ランプピン２４，２４は、ボディ６の内部に配置されて
いる２個の第１の導電板３ａ，３ａに電気的に接続されて、ランプソケット１０ａ側から
直管形ランプ２０の発光ダイオードに直流電流を供給することができる。また、ランプソ
ケット１０ａに装着された直管形ランプ２０は、直管形ランプ２０の重力が掛かる方向に
落とし込んで保持する保持部５ｆに保持させることで、第１ランプピン２４，２４が直管
形ランプ２０の重力が掛かる方向からずれた位置となっている。そのため、図５（ｂ）の
ランプソケット１０ａは、単に直管形ランプ２０の重力が掛かる方向と垂直方向に直線状
溝部５ｃだけを設けたものと比較して、ランプソケット１０ａから直管形ランプ２０が脱
落することを、より抑制することが可能となる。
【００６０】
　すなわち、図５（ａ）と同様に、直管形ランプ２０がはずれることを抑制する効果に加
えて、図１と同じく、ランプソケット１０ａに対して重力が掛かる方向と垂直方向に単に
ずらすだけの比較的簡単な方法で直管形ランプ２０を装着や装脱することが可能となる。
【００６１】
　なお、保持部５ｆを構成する窪みは、直線状溝部５ｃの一表面５ａ側の開口から直管形
ランプ２０の折曲部２４ｂが抜けることを防止するために、折曲部２４ｂの板状突出部２
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４ａから外側に突出した部分の幅よりも狭くしている。また、直管形ランプ２０が保持部
５ｆを構成する窪みに嵌合されると、直管形ランプ２０の自重により下方に配置されてい
る第１の導電板３ａの第１接触片３ａｃと接触して給電するだけの構成としてもよい。
【００６２】
　なお、本実施形態のランプソケット１０ａは、直管形ランプ２０として片側給電方式の
Ｌ形口金付直管形ＬＥＤランプを用いて説明したが、両側給電方式の直管形ランプを装着
させるために用いてもよい。すなわち、ランプソケット１０ａは、直管形ランプ２０の一
端側の第１口金部２２と当接するソケット本体５の一表面５ａ側だけで給電させる片側給
電方式だけでなく、両側給電方式の直管形ランプを装着させるために、直管形ランプ２０
の一端側の第１口金部２２と当接するランプソケット１０ａと、直管形ランプ２０の他端
側の第２口金部２３と当接するランプソケット１０ｂとから給電することが可能な構成と
してもよい。
【００６３】
　（実施形態２）
　以下に、実施形態１で説明したランプソケット１０ａ，１０ｂを備える照明装置３０に
ついて図６の概略構成図を参照して説明する。
【００６４】
　本実施形態の照明装置３０は、複数本（ここでは、２本）の直管形ランプ２０を直線状
に配置させることが可能な直方体状の照明器具３１を備えている。照明器具３１には、２
本の直管形ランプ２０の一端側の第１口金部２２と当接して給電するための図１で示した
実施形態１のランプソケット１０ａと、直管形ランプ２０の他端側の第２口金部２３と当
接して接地端子となる第２ランプピン２５と電気的に接続可能なランプソケット１０ｂと
を備えている。照明器具３１の内部には、商用電源ＡＣからの電源線が接続される端子台
３３と、端子台３３を介して入力される商用電源ＡＣからの交流電圧を直管形ランプ２０
に適合した所定の直流電圧に変換して降圧し直管形ランプ２０に供給する点灯回路３２が
収納されている。点灯回路３２の出力端子は、配線３４を介してランプソケット１０ａと
接続されている。ランプソケット１０ａは、ランプソケット１０ａに装着された直管形ラ
ンプ２０の第１口金部２２側から給電する。また、点灯回路３２のアース端子部は、配線
３６を介して中央のランプソケット１０ｂと、照明器具３１の一方の端部（図６の右側）
に設けたランプソケット１０ｂとにそれぞれ電気的に接続されている。
【００６５】
　照明装置３０は、照明器具３１の長手方向の両端部に直管形ランプ２０を保持できるよ
うに照明器具３１の本体にランプソケット１０ａ，１０ｂを突出させて備えている。すな
わち、照明装置３０は、直管形ランプ２０における発光管２１の両端に設けられた第１口
金部２２、第２口金部２３をそれぞれ対応するランプソケット１０ａ，１０ｂに装着させ
ることで直管形ランプ２０を保持する。なお、照明装置３０は、２本の直管形ランプ２０
をそれぞれ直線状に配設できるように、上述した各ランプソケット１０ａ，１０ｂを直管
形ランプ２０の第１口金部２２および第２口金部２３間の長さに応じて所定の間隔で配置
している。
【符号の説明】
【００６６】
　２ａ　第１の挿入口
　２ｂ　第２の挿入口
　３　導電部
　５　ソケット本体
　５ａ　一表面
　５ｃ，５ｄ　直線状溝部
　５ｆ　保持部
　６ａ　側壁
　１０ａ，１０ｂ　ランプソケット
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　２０　直管形ランプ
　２１　発光管（管本体）
　２２　第１口金部
　２３　第２口金部
　２４　第１ランプピン
　２５　第２ランプピン
　３０　照明装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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